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＜連絡事項＞
・2022年度　第2回　法人研修を下記の日程で実施します。

レポート提出期限： 令和4年6月20日から6月30日まで

　　　　　内　容：「個人情報保護について」

 　　　　　講　師：診療情報・個人情報等管理委員会　委員長　日沢　理乃

　※今回の法人研修はPPTを閲覧し、レポートを提出して頂く形式となります。

資料の準備ができ次第メールに添付し各部署宛に送りますので、

 　　6月20日～30日までに閲覧し、レポート150字程度入力し、教育

 　　委員会へWIZメールで提出するようお願い致します。

　※レポート提出での出欠確認と致しますので、出欠表の打ち込みは不要です
＜患者様連絡事項＞
・岡本　将孝様～頓服不穏時）レボトミン（5）1T　5回分処方となっています
・長谷川　陽一様～叔父様の迎えあり。市民病院の皮膚科に渡す入院証明書と風しんワクチン接種の申請書に関しては当院は対象以外の為退院後に実施する様説明し書類を手渡す事で納得されている。外泊中は受診と叔父様の家以外の外出は控えるよう説明に了承され外泊行かれている。
・尾嵜　マリ子様～14：00妹様のオンライン面会行っています。
声掛けに感動して涙ぐむ様子見られていた。元気の声掛けに「元気でない」と言われている場面も見られていた。

・藤村　翔様～16：00母様とオンライン面会ありました。差し入れオンライン面会前にラジオ1台、イヤホンコード1本、ＣＤ、ヨーグルト、ジュース、マスクの

持ち込みありました。次回は6/21　16：00予約していきました。
・高田　マキ様～GHまちなか見学に12：10外出され15：00　GH「まちなか」見学から帰院。帰院時体温36.6℃。外出中の寄り道はなく、マスクも外さず過ごす事が出来ていた。車中の様子は会話なし。表情強張っている様が続いていたとの事。施設に到着すると、生きがい十和田　看護部長　西山様が施設内案内して下さるが、常に敬語で静々と対応。施設内見学にて本人からは入居の希望があり、今後は入居に向けてサービス申請を進めていくことでお母様も同意。入所中にかかる費用は、部屋代・光熱費・食費・リネン費用合わせて7万円程度。他小遣いとして1万円を予定し、本人の年金でやり繰りは可能。金銭管理になると「お母さんが私の通帳からお金を使い込んでいる」と妄想活発となり、施設職員の前でお母様と口論となる状態見られるが、今後の金銭管理については入所決定後に話し合う事で納得されていた。 お母様へ、障害者福祉サービスの申請を行い、GH事業と居宅介護の申し込みを行っていただくよう依頼。計画相談はわくわくの杜　是川氏へ依頼していく予定です。
<田中Dr診察＞
・岡本　将孝様～呼吸音減弱あり　右前胸部呼吸音なし　酸素飽和度安静時96％あり

本人の自覚も1週間悪化なし　再膨張があるとは思えませんが、特に
縮小した悪化状態になったというわけではなさそうです。

日赤に行かれたら再確認をしていただけるよう紹介状をお願いします。
胸部CTも持参する様指示にて検査技師佐藤SGMに報告し準備は出来ているとの事です
＜要注目患者様＞
・岡本　将孝様～本日は昼食時間の声掛けに拒絶されスタッフを変える事でホール来られるが食事摂取段階になると配膳を見て食べる様子ない為、傍に行き「明日退院ですよね」と言いスプーンを持たせると食べ始め全量摂取出来ていた。日課も声かけを要して終えていた。悲観的発言や呼吸苦のうったえなく過ごされていた。
・高橋　義明様～OTに参加されているが居眠りなく参加出来ていた。日課（検温・食事）等は、声掛けで行動する様子見られていた。独語・唸り声なく過ごせ
　　　　　　　　対応も落ち着き見られていた。今後も夜間睡眠状況と情緒不安定有無を見極め発言内容を検討して関わっていきましょう。
滝田　英人様～昨日の準夜帯でテープの貼布に来詰。貼布に拒否はないが「自分はいつまで入院ですか?」と。 当院は一生入院する場所ではない事、本人の病状が回復すれば施設入所を進めていく事を説明している。 施設には行けないです、自分とこで3つぐらい部屋を貸している等の妄想発言あるが、一生入院する場ではない事は理解されていた。昼食後より固有名詞の名前を出して独語が活発で幻聴に左右された発言や妄想に関した発言を言う例として「自殺した60人が」や「麻薬がどうした」等を繰り返す為 静かにする様促すと「分かっている」と。答えていた。ロナセンテープ使用に対し精神的に落ち着いたと思っていたが、2、3日前から、背中に貼られる事で息苦しさを感じてきて張る事に辛い時があたとの事。時間が経つと落ち着いたりしていたから様子をみていたが、入浴の時、テープをはがして背中を落ち着いて擦りたいんだよなと強く要望してきていた。 主治医の診察の時に直訴を進めるが 「それが言いにくいんだよ」と話してくる。自分が困っている事、疑問に思う事を伝える場なんだよと説明にも診察では「とにかく言えない」と少し易怒的になっている状況が見られていた。ロナセンテープの貼る場所の検討と、希望を主治医に提供していきましょう。精神症状の悪化有無も観察を要する。
＜皮膚科診察＞
・出河　攻様～爪に塗布するテルビナフィン外用液1本処方。
・尾嵜　マリ子様～本人からも良くなったと言われる事を報告本日で治癒となる。

・森　ひで様～左脇の掻痒感の訴えあり。次回皮膚科診察予定

※皮膚科処置患者様内容継続
